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Ⅰ 科目の主題 
研究指導は、学会発表や学会誌などへの投稿論文や博士論文の作成を指導するものである。 

研究指導Ⅰにおいては、博士論文としてまとめるにふさわしい研究課題を設定し、研究活動を進める。 

研究指導Ⅱは、研究指導Ⅰを受けていることが前提とされる。 

研究指導Ⅱにおいては、博士論文の構想発表を行えるように研究活動を進める。 

研究指導Ⅲは、研究指導Ⅱを受けていることが前提とされる。 

研究指導Ⅲにおいては、博士論文の作成指導が主な課題である。 

Ⅱ 授業の到達目標 
  博士論文の作成。 

Ⅲ 授業内容・授業計画 
研究指導Ⅰ 

学生は、６月末までに論文テーマと３年間の研究計画( 第１次案) を作成する。 

本年次夏休み終了時をメドに、学会誌等に投稿する研究論文（以下、論文１）を作成し、後期にはレフェリ

ーのコメントを得て、手直しを行い完成させる。 

また、本年次、12 月までに研究計画を作成し、指導教員や領域の他の教員による指導を受けるとともに、

研究の進捗状況の確認を受けるとともに、年度末までに、研究成果の作成と報告を行う。 

研究指導Ⅱ 

学生は６月までに博士論文作成に向けた研究計画( 第２次案）を作成する。本年次前期に学会誌等に投稿す

る研究論文（以下、論文２）を作成し、後期にはレフェリーのコメントを得て、手直しを行い完成させる。 

また、本年次、12 月までに研究計画を作成し、指導教員や領域の他の教員による指導を受けるとともに、

研究の進捗状況の確認を受けるとともに、年度末までに、研究成果の作成と報告を行う。 

さらに、論文１と論文２の成果を盛り込んだ博士論文の構想を作成し、年度末に発表を行う。 

研究指導Ⅲ 

本年次４月に、研究指導Ⅱの年度末に発表した博士論文構想に基づき、論文題目、章別編成を作成し、博士

学位論文提出計画として提出する。この計画に基づき、7 月までに予備論文を作成し、提出する。そして

11 月に、博士論文を完成、提出する。 

博士論文提出後は、学位論文審査の公聴会や口頭試問などの準備を行う。 

Ⅳ 事前・事後の学習内容 
   主指導教員の指導下に承認された研究計画を自立的に遂行する。 

Ⅴ 評価方法 
研究指導Ⅰ 

①6 月と 11 月の研究計画の作成と研究の進捗状況の発表、②論文の準備と作成、③平常の個人指導の成

果について、3 分の 1 ずつの割合で評価する。 

研究指導Ⅱ 

①6 月と 11 月の研究計画の作成と研究の進捗状況の発表、②論文の準備と作成、③平常の個人指導の成

果、④構想発表の準備と内容について、4 分の 1 ずつの割合で評価する。 

研究指導Ⅲ 

①予備論文の内容、②平常の個人指導の成果について、2 分 1 ずつの割合で評価する。 

Ⅵ 受講生へのコメント 

   年度当初に提出する研究計画に沿って鋭意努力すること。 

Ⅶ 教材 

   指定しない。 


